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微分断面積しか取らなかった為で,部分波をβ -0から･10位迄取った ノー マルの微分
断面積を取れば合わせることが可能であろう｡この最後のβ-10迄の部分波を取るこ
とについて,data fittingはPethick4)によって指摘された｡







東北大 ･工 海 老 沢 杢 道
A相のM Rの比較的新しい話題 として,Comel大グ′レ-プの sateliteの実験 1)と磁
化 ソリトンで説明しようとするMaki-Kumar･の計算2)を紹介する. NMRは 3He の超
流動をさぐるプローブとして中心的な役割を果 してきたが,今後盛んになると思われる










磁 場 中 の 3He








Tc(a) - W｡expト vN(EF+OTH)
(1)
ここで, Oはup,down,に対応 して+1,11をとる. spin-nuctuationの効果を取 り入
れた,Brinkman-Serene-An de,son2)たちの議論でも,本質的にはweak-couplingの理論であ
りAl相が, ｢upISPin-pairing｣ となることは変わらないo
ところが, Levin3)によると,相互作用が磁場による ((1)式でⅤ-VaQi))とし
て,spin-fluctuationの効果を含めたダイヤグラムを考え,ギャップ方程式より,T｡ を
表わす式を(1)の形で求めようとすると, ｢down-spin-pairing｣が始めに現われるという
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